





Study on the Way of U sing the Living Space 
by Analyzing of Life Behavior Part 1 
Hajimu NAKA]IMA and Soichiro MATSUMOTO 
The housing supply has been planned a tumabout from the quantity to quality. 
we researched the life behavior in the living space and aimed at the rational life and the 
classification of the living style 

























る研究その 1へ、と比較的規模の大きい住戸(3DK~ 4 
LDK)を対象とした帆住まい方に関する実態調査その
3ぺ、に引き続くもので， 2 K~ 4 LDK型住戸を対象
に，各居室で行なわれる生活行為を住戸規模の違いから
住戸タイプ 2K 2DK 2LDK 3K 3DK 3LDK 4K 4DK 4LDK 合計
配布団地名 星ケ丘 車山台 車山台 草山台 車山台 千杭が丘 星ケ丘 (民湖)千1.'丘
配布数 401 40 401 40 401 40 361 14 361 326 
回収数 351 35 391 36 381 37 32 121 33 297 
回収率 87.5 87.5 97.5 90.0 95.0 92.5 88.9 85.7 91.7 99.1 
12 8 7 6 5 3 5 3 2 51 
2人以下
34.3 22.9 17.9 16.7 13.2 8.1 15.6 25.0 6.1 17.2 
事
8 15 16 4 9 3 7 2 4 68 
3 人
22.9 42.9 41.0 11.1 23.7 8.1 21.9 16.7 12.1 22.9 
人 11 91 15 24 191 13 14 7 161 128 族 4
31.4 25.7 38.5 66.7 50.0 35.1 43.8 58.3 48.5 43.1 
3 1 1 2 5 11 3 。11 37 
5人以上
数
8.6 2.9 2.6 5.6 13.2 29.7 9.4 0.0 33.3 12.5 
l 2 。。。7 3 。。13 
不 明
2.9 5.7 0.0 0.0 0.0 18.9 9.4 。 0.0 4.4 
2 。8 3 3 3 。5 18 42 
l年未満
5.7 0.0 20.5 8.3 7.9 8.1 。 41.7 54.5 14.1 
居 1年から 7 9 8 4 7 20 6 7 13 81 
住 3年未満 20.0 25.7 20.5 11.1 18.4 54.1 18.8 58.3 39.4 27.3 
3年から 5 10 9 5 8 8 2 。。47 
年 5年未満 14.3 28.6 23.1 13.9 21.1 21.6 6.3 0.0 0.0 15.8 
5年以上
20 15 13 24 20 。22 。。114 
数
57.1 42.9 33.3 66.7 52.6 。 68.8 0.0 。 38.4 
l 1 1 。。。2 。2 7 
不明

































53 炊事・調理をする 31 洗濯をする
(団らんをする・くつろぐ) 32 洗濯物を干す
9 団らんをする 33 洗濯物をたたむ
10 新聞・雑誌等を気軽によむ 34 フトンを干す
12 1人酒を欽む 35 編物をする
13 昼寝・ごろねをする 36 ミシンを踏む
51 ちょっとした催し物 37 裁縫をする
52 テレピを見る 38 アイロンをかける
〔勉強をする) 39 内職をする
11 家計簿・雑誌等を気軽によむ 46 子供(0-3，4才)の昼寝
14 主人が勉強する 47 子供(0-3， 4才〉を遊ばす
15 主婦が勉強する (余暇を過ごす〉
16 子供が勉強する・遊ぶ 40 趣味を楽しむ
(客と応対する〕 41 音楽を聴く
17 セー ノレス・御用聞き等と応対 42 楽器の演奏
する 43 鉢植・盆栽をする
18 突然の来客と応対する 44 体操・踊りをする









































えた。反面 LDK室に隣接した居室を持たない 4LDK 
型の住戸では，団らん e くつろぐ，客との応対など家族
共通の行為を LDK室 1室で行なう傾向が見られた。























表 3 同室における生活行為の相互関係 (戸・%)
~ぇ 就寝す 食事を i| 理調を 団〈 強す勉を 応対す客と r泊廿を~ 身整 家事るず 余暇らつ だぇんろ しる 過をる すず をく め な 育児るる す る る みる る 子ど を す
就寝する
1"'" 
5 。24 41 10 17 45 26 24 
7.8 。37.5 64.1 15.6 26.6 70.3 40.6 37.5 
食事をする
3 ¥ 29 32 24 9 5 1 22 16 3.9 65.9 72.7 54.5 20.5 11.4 25.0 50.0 36.4 
調理をする
I 34 ¥ 19 1 2 。2 11 5 1.3 94.4 50.0 28.9 5.3 。 5.3 28.9 13.2 
団らんをする 39 i 34 33 I~ 45 24 17 31 41 36 い三三三 51.3 i 94.4 94.3 65.2 34.8 24.6 44.9 59.4 52.2 
44 1 30 29 62 ト¥22 22 44 48 41 勉強をする 57.9183.3-82.9 72.1 27.5 27.5 55.0 60.0 51.3 
客と応対する
10 19 19 30 24 ¥ 11 15 23 22 13.2 52.8 54.3 34.9 26.1 i 44.0 60.0 92.0 88.0 
客を泊める
20 ヨ 1 23 i 241 6 ¥ 21 23 21 26.3 516 3 2.9 26.7 1 26.1 1 17.1 58.3 63.9 58.3 
身だしなみを 49 12 491 46 i 18 21 ¥ 36 28 整える 64.5 36.1 34.3 57.0150.0151.4 61.8 54.5 42.4 
家事固育児を
3431[6 22 20 55 46 19 21 37 卜¥39 する 43.4161.1 57.1 64.0 50.0 54.3 61.8 49.3 61.9 
余暇を過こす
231 46 49 23 18 30 42 I~ 65.7153.5 53.3 65.7 52.9 40.0 59.2 
:いく就寝す 食事を 調 ul f 客 A泊合を- 身整 事家する 余理 応対と だえ 暇過をを しるる す す をす め な 育児をる る する す る みる る を す
就寝する
""'114 ~ l 33 41 16 22 45 33 34 1.6 52.4 65.1 25.4 34.9 71.4 52.4 54.0 
食事をする
。l¥i 11 35 31 21 3 18 29 18 。 28.2 89.7 79.5 53.8 7.7 46.2 74.4 46.2 
調理をする
。12 ¥ 12 9 5 。16 6 4 0.0 85.7 30.8 23.1 12.8 。41.0 15.4 10.3 
団らんをする 7 5 3 ¥ 48 29 14 41 50 33 くつろぐ 35，0 35.7 25.0 266.7 166.1 77.8 227.8 277.8 183.3 
勉強をする
10 5 3 17 ¥ 30 16 44 43 47 50.0 35.7 25.0 73.9 37.0 19.8 54.3 53.1 58.0 
客と応対する
l 5 3 12 13 ト¥ 6 15 24 23 トー 5.0 35.7 25.0 52.2 40.6 14.3 35.7 57.1 54.8 
客を泊める
5 。。5 9 1 ト¥21 13 45 25.0 。 。 21.7 28.1 6.7 77.8 48.1 166.7 
身だしなみを 17 l 。9 17 3 8 ¥ 42 62 整える 85.0 7.1 。39.1 53.1 20.0 61.5 21.3 31.5 
家事国育児を 13 2 。1 17 7 5 16 ¥ 36 する 65.0 14.3 。47.8 53.1 46.7 38.5 55.2 58.11 
余暇を過ごす
8 3 19 10 5 12 15 
""'1 40.0 21.4 8.3160.9 59.4 66.7 38.5 41.4 55.6 
l￥:; 就寝す 食事 調 団ら つく 語 応対す客と 客 身整 家事する 暇余理 泊を だえを を んろ すを しる 過をる す す すをく め な 育ノをl 臼いる る る る みる る を す
就寝する ト¥ 4 I 35 55 1 13 52 29 20 4.7 1.2 41.2 64.7 1.2 15.3 61.2 34.1 23.5 
食事をする




32 30 27 1 4 28 30 
1.3 60.9 91.4 日5.7 77.1 2.9 11.4 80.0 85.7 
聞らんをする 244 272 158 
1"'" 
59 29 16 33 51 44 
くつろぐ 46.0 80.5 51.8 73.8 36.3 20.0 41.3 63.8 55.0 
勉強をする
332 257 142 411 ¥ 26 21 45 54 51 62.6 76.0 46.6 81.5 24.5 19.8 42.5 50.9 48.1 
客と応対する
84 169 92 243 233 ¥ 2 2 24 26 15.8 50.0 30.2 48.2 35.1 6.9 6.9 82.8 89.7 
客を泊める
149 44 6 141 239 71 ¥ 19 18 13 28.1 13.0 2.0 28.0 36.0 26.3 55.9 52.9 38.2 
身だしなみを 355 126 66 300 355 129 177 卜¥35 21 整える 67.0 37.3 21.6 59.5 53.5 47.8 63.2 47.3 28.4 
家事・育児を 272 227 113 388 411 212 181 343 ト¥37 する 51.3 67.2 37.0 77.0 61.9 78.5 64.6 49.1 47.4 
余暇を過ごす
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184 中島 一・松本壮一郎
4.おわりに
以上のことから，規模の小さい住戸では， 1室に多く
の生活行為が集中する反面，比較的規模の太きい集合住
宅においては，生活行為が各居室に分散し，各居室の用
途を不明確にしており，生活の中心となる行為と，その
行為のあり方に注意を払う必要があり，主要な生活行為
を中心とした独立室をもち，更にL室またはK・DK室
が隣接した居室には¥¥団らん、、を始め多くの生活行為が
集まるため，多目的に使用出来る，いわゆる使用目的を
限定しない居室を配慮する必要があると考えられる。
今後は，更に，居室の類型化のあり方，意義を検討し
報告したし、。
i:E 
* 1.中島一・松本壮一郎愛知工業大学研究報告集
No.l7 (1982)生活行為分析から見た居室の使われ
方に関する研究そのし
* 2.中島一・松本壮一郎 日本建築学会東海支部研究
報告(昭和58年2月〉住まい方に関する実態調査
その3。
(受理昭和58年1月16日〕
